東京オリンピック・パラリンピックアスリート強化・支援事業
支出基準額表　補足説明（２０１９年度）

	　支出基準額表の科目以外の内容で支出が考えられる場合は事務局と事前協議すること。

	　旅行業者等が仲介する場合には、特に以下の内容について説明・確認をする。



	宿泊費
	　１泊２食とし、全額支給となる。朝食・夕食を宿泊施設以外でとる場合
は、各食１，３００円以内。その際、明細(朝食及び夕食が宿泊費に含まれていないことを確認できるもの)が必要。
注）領収書に単価／日×人数×泊数の記載を依頼すること。



	食糧費
	　原則、弁当（遠征・合宿における昼食）とする。遠征・合宿等で、自炊した場合には食材料費の領収書又はレシートが必要となる。※お菓子、おつまみは不可



	燃料サーチャージ代空港使用料
航空保険料
	　航空券の料金に左記項目が含まれず、別途領収書が得られない場合には、7‐５号様式にて処理をする。



	消耗品費
	「東京オリンピック・パラリンピックアスリート強化・支援事業」指定ポロシャツの購入費はこの科目で処理をする。



	通信運搬費
	　レンタカー（バス・普通自動車等）借上げ料はこの科目で処理。



	交通費
	　領収書の得られないもの(電車・バス等)については、全て、7‐５号様式にて処理をする。



	競技用具費
	　年度毎の事業のため、できるだけ年度初めに購入し、年度を通じての選手強化に有効に活用すること。


海外遠征等について
1 海外の大会に参加し、参加費の領収書が発行されない場合は参加したことがわかる資料（要項・プログラム
・大会果等）を添付する。
2 原則として、海外の領収書は、海外通貨に換金した際のレートを使い換算していく。
3 海外での交通費や食糧費等の領収書は、国によって様式・形態が違っているので、国内のものと同じ事務処
理にならない場合もある。その場合、別途協議をする。
4 海外遠征等、海外で発行された領収書や支払証明書についての取扱いについては、支払基準表に基づき取扱うが、特別な場合は、別途競技力推進本部と協議をする。
1円未満の端数の処理について
※1／2負担割合、また、海外通貨をレート換算したもので、1円未満の端数が出た場合には、切り捨てる。
例　199円の消耗品を購入した場合。
→　1／2負担で９９．５円。
端数を切り捨て、委託金からの支払いは９９円。その他からの支払いが１００円となる。　　
　　事業１で１５円の消耗品を三つ購入した場合
　　　　　委託金からの支払いは７円×３＝２１円ではなく
　　　　　事業ごとの合計４５円の１／２として計算し
　　　　　委託金からの支払いが２２円、その他からの支払いが２３円となる。
その他
※個人にポイント還元される支払い方法は不可。
[bookmark: _GoBack]※治療、検査、マッサージは治療費、筋力・体幹強化の指導等はコーチ等の指導料で扱う。
※補助対象者以外が含まれている領収書の場合、補助対象者のみの補助対象経費が判断できる証拠書
類を添付する。(例　明細書等)

